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【はじめに】 

この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）

第２６条に基づき、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検、評価の結果を報告する

ため、令和６年度の主要な施策の成果を説明する書類として市議会に提出した「行政報告書」

並びに、第５次岡谷市総合計画に掲げる教育委員会所管の施策に係る成果指標（KPI）の進

捗状況をまとめた「施策管理シート」を基に調製したものです。 

 

令和７年１０月 

 

 岡谷市教育委員会 
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【参 考】 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

 

○地方自治法 

（決算）  

第二百三十三条 

５ 普通地方公共団体の長は、第三項の規定により決算を議会の認定に付するに当たって

は、当該決算に係る会計年度における主要な施策の成果を説明する書類その他政令で定め

る書類を併せて提出しなければならない。 

 



第１ 教育総務課 

 １ 概説 

教育総務課では、岡谷市教育大綱の教育理念の下、学校における子どもたちの基礎的学力を保障

し、個性の伸長や社会性の育成をはじめとした、調和ある心身の成長を保障するため、学校教育

を中心として各種事業を推進した。 

教育委員会全般に関する事項では、令和７年３月３１日をもって任期満了となった 

宮坂 享教育長が令和７年４月１日付で再任されたほか、令和６年９月３０日をもって任期満了と

なった、藤森一俊教育委員が令和６年１０月１日付で再任された。 

主要事業では、学びの創生・連携支援室の主幹指導主事及び学力向上アドバイザーを中心に各校の

巡回訪問等を行い、豊かな学びや幼保小中の連携を推進した。 

教員の働き方改革に関しては、教員本来の時間を確保できるよう、休日部活動の地域移行に向け、

関係団体との検討を行ったほか、部活動指導員やスクール・サポート・スタッフの配置等を通じ

て、事務負担の軽減を図った。 

通学路の安全対策では、「第４次岡谷市通学路交通安全プログラム」に基づき、市道等の安全

対策を実施したほか、関係機関の協力のもと、次期プログラムを策定した。 

施設整備では、岡谷東部中学校のトイレ洋式化改修工事を実施したほか、上の原小学校の昇降

口前舗装改修工事及び岡谷南部中学校の体育館屋根等補修工事を実施した。 

放課後子ども健全育成事業では、学童クラブの運営のほか、地域住民の参画による放課後子ど

もの居場所づくり事業や小中学生対象の岡谷子ども未来塾等の事業を実施した。 

子ども教育相談センターでは、様々な悩みを抱える児童生徒や家庭への相談支援を行ったほか、長

期欠席傾向にある児童生徒への多様な関わり方による学習支援等を行った。 

 ２ 実績総括 

主要な事務事業 内          容 

教育委員会運営事

務 

 教育委員会会議の運営及び総合教育会議に関わる事項について、協議・

調整を行った。 

１ 教育委員会会議 

・定例教育委員会 １２回開催 

・教育委員協議会  ７回開催 

２ 総合教育会議 

  教育行政等に関わる事項について、協議・調整を行った。 

 ・開催期日：令和７年２月４日（火） 

・構成員：市長、教育委員会 計７人 

（4,815,272円） 
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事務局総務事務  事務局全般に亘る事務及び人事に関わる業務等を執行したほか、教員の

働き方改革推進に向けた事業等を実施した。 

１ 地域に開かれた学校づくり事業 

 ・学校評議員 １１小中学校 ６５人 委嘱 

２ 教員働き方改革推進事業           1,397,538 円 

  「岡谷市学校における働き方改革推進のための基本方針」に基づき、

多忙な教員が本来の授業づくりや児童生徒の指導に専念できる環境を整

えるため、教員の働き方改革を推進した。 

 ・小中学校への留守番電話、出退勤システムの運用 全１１校 

 ・長期休業中の完全閉庁日の設定 

 ・学校家庭通信アプリ「すぐーる」の運用 

３ 部活動地域移行推進事業           3,683,012 円 

  休日の部活動の地域移行に向け、関係団体による検討会議のほか、部活動

指導員を配置した。 

 ・中学校への部活動指導員の配置 １２名 

 ・中学校部活動地域移行検討委員会の開催 １回 

（7,428,007 円） 

教育施策事業 教育施策の推進に関わる各種事業を実施した。 

１ チーム岡谷による学びの創生・連携推進事業 

・学びの創生・連携推進室の主幹指導主事及び学力向上アドバイザーを

中心に、各校を訪問し、教員の授業改善に向けた指導や助言を行った。 

・巡回指導等 ９８回 

・学力向上を図るため外部講師による教員研修等を実施した。 

・４月に実施した「全国学力・学習状況調査」の分析を通じて授業改善

策を検討し、各校へ指導助言を行った。 

２ 生徒指導支援 

  問題行動等に的確に対応し、児童生徒の健全な育成を図るため、生徒指

導推進委員会を開催した。年５回開催 

 ・生徒指導の推進と小中、高校間等の情報交換 

 ・長期休業中の生徒指導、あいさつ運動の推進 

３ 教職員研修の充実 

  教職員の資質向上を図るため、校長会と共催して研修会等を実施した

ほか、学校訪問を通じて学校経営に関する助言等を行った。 

 ・６月 新任学校教職員研修会、７月 教職員研修会（悉皆研修）、 

  ９月、１１月 教職員研修会（選択研修） 

 ４ 平和体験研修事業 

  平和や人権について考え、体験する機会として、小学校６年生を阿智

村 満蒙開拓平和記念館で研修を行うとともに、中学校２年生代表を広島

市へ派遣した。満蒙開拓での研修や平和記念式典、被爆体験講話研修、

とうろう流しに参加するなど、平和への思いを深めた。 

 ・小学生 ６月～１２月 児童３４５名 教員等２５名 

・中学生 ８月５日～８月７日 生徒２４名 教員等８名 

（4,772,754円） 

児童生徒の安全対

策事業 

 

１ 学校安全対策の推進 

（１）学校での安全確保の取り組み 

災害や不審者等に対応するため、各校が危機管理マニュアルを見直し

たほか、学校施設・設備の安全点検や避難訓練等を実施した。 
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 （２）地域との連携 

各校が通学路の危険箇所を点検し、「子どもを守る地域安全指導マッ

プ」を作成したほか、警察の「安心の家」との連携、地域ボランティア

による登下校時の見守り、パトロール活動等の取り組みを進めた。 

（３）通学路の交通安全対策 

・第４次岡谷市通学路交通安全プログラムの３年目として、実施計画で

予定した市道の通学路４５箇所のうち、令和６年度は１２箇所（繰越１箇

所）の安全対策を実施した。（土木課による対応） 

＜実施箇所数＞ 

  岡谷田中小１箇所、川岸小２箇所 

小井川小、湊小、上の原小 各３箇所 

・学校、警察署等関係機関により、通学路合同点検を実施し、通学路の安

全対策の総合的な検討、協議及び調整を行い、第５次通学路交通安全プロ

グラムを策定した。 

安全対策会議３回、通学路合同点検１回 

２ ふれあいたいむの推進 

登下校時の子どもたちの見守り活動等を啓発する「ふれあいたいむ推

進旬間」を実施し、見守り隊等の激励を行った。 

 ・推進旬間 春季： ５月２２日（水）～ ５月３１日（金） 

       秋季：１０月１６日（水）～１０月２５日（金） 

子ども教育相談セ

ンター事業 

児童生徒に関わるいじめ対策や不登校対策、就学支援など、小中学校期

の子どもと家庭を中心に総合的な相談支援を行った。 

１ 子ども教育相談センターの運営 

（１）相談業務等 

 ・子育て・子育ちに関する総合的な相談・支援を行った。 

・センター長、子ども教育支援相談員等、計１１名体制 

・相談実人数６４６人 相談延べ人数２，０２３人 

・庁内、関係機関とのケース会議２１４回 

（２）自立支援教室（フレンドリー教室・中間教室）の運営 

 ・通室児童生徒数 

 フレンドリー教室６人、中間教室４１人（試験通室生含む） 

 ・親のまなざしの会(不登校を考える親の会)(年１０回開催) 

（３）カウンセリング等の充実 

・県費のスクールカウンセラー３人の市費兼務及び臨床心理士 

１人を「専門カウンセラー」として配置した。 

・教育相談室で専門カウンセラーによる教育相談を実施した。 

（相談員１名、月２回実施、相談延べ件数１０２件） 

・心の教室相談員を４中学校に各１名配置し、生徒の悩み相談等に対応

したほか、校区内の小学校に出向き、児童や保護者の相談支援を行った。 

・県費スクールソーシャルワーカー２人を市費兼務とし、継続的な長期

欠席や学校だけでは対応困難な事例への支援等を図った。 

・県委託事業の採択を受け、多様な学び支援コーディネーターを配置し、

不登校支援の充実を図った。 

２ 特別支援教育推進事業 

（１）特別支援学級支援 

・専門カウンセラーによる専門性の高い発達検査の実施と、保護者や関

係者への説明及び助言を行った。 

 ・特別支援教育支援員３５名を小中学校へ配置した。 
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 （２）就学支援委員会 

・特別な支援を必要とする園児、児童生徒の適正な就学を進めるため、

岡谷市就学支援委員会を開催した。 

年６回開催 判断件数９２件 

・通級による指導が必要な児童生徒について、小委員会を開催し丁寧に

審議した。年４回開催 判断件数１８件 

（３）特別支援教育コーディネーター等連絡会（年５回開催） 

３ 子ども教育支援チーム会議 

  行政担当者や校長会と連携して、「長期欠席」、「いじめ・人権」の２部

会に分かれて協議を行った。(全体会の開催 計４回) 

「岡谷市いじめ問題対策連絡協議会」との合同会議を２回開催し、地域の

関係団体、保護者代表、有識者も参画して実施した。 

４ いじめ防止対策の推進 

（１）いじめ防止対策推進委員会 

 ・いじめの防止等の対策の向上に努めた。（年５回開催） 

 ・小中学生による「いじめ根絶子ども会議」の開催 

  ７月２４日（水）参加児童生徒数７８人（高校生含む） 

（２）岡谷市いじめ問題対策連絡協議会 

条例に基づく協議会として、年２回開催し、関係機関や団体相互の調

整、協議等を行った。任期１年、年２回開催 

（３）岡谷市いじめ問題対策調査委員会 

  重大事案の発生等に備え、条例に基づく「岡谷市いじめ問題対策調査

委員会」を開催し、いじめの状況把握等を行った。 

任期２年、年１回開催 

５ 子どもの自立支援委員会 

すべての小・中学校でソーシャルスキルトレーニング(ＳＳＴ)に取り

組み、人間関係力や自己肯定感の高揚に努めるとともに、長期欠席児童

生徒への対策の充実を図るため、子どもの自立支援委員会を開催した。

年５回開催 

・ＳＳＳＴの実施、研修会の開催 

 ・Ｑ－Ｕ、アセスの実施 

 ・長期欠席児童生徒への対応事例研究 

６ 聞いて！気づいて！わたしのサイン事業 

岡谷市自殺対策計画に基づき、小学４年生、中学１年生を対象に「Ｓ

ＯＳの出し方に関する教育」として、悩みを打ち明けることの大切さを

学ぶ授業を実施したほか、学校職員を対象とする研修会を実施した。 

７ おかや絹結プログラムの推進 

入学時の環境変化に適応できない小１プロブレムの解消、改善を図る

ため、おかや絹結プログラム推進委員会を開催し、各園校において、幼

保小接続期におけるアプローチ＆スタートカリキュラム「おかや絹結プ

ログラム」を実践した。 

（64,772,598 円） 

活力ある学校づく

り推進事業 

 魅力と活力ある学校づくりの推進に向け、各種事業を実施した。 

１ 岡谷市スタンダードカリキュラムの推進 

地域資源を活用した岡谷ならではの学習スタイル「岡谷スタンダード

カリキュラム」の実践を通して、岡谷の「ひと・もの・こと・こころ」

に学び、郷土を愛する心を育む教育を推進した。 

                                  2,164,158 円 
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 ２ 小学生夏休みわくわくサマースクール 

夏休み中の学習支援活動として、教員による補習の時間、市主催によ

る小学３年生から６年生を対象とした「ものづくりＷＡＫＵＷＡＫＵプ

ログラム」、小学５年生対象の「岡谷子ども未来塾」、「美術考古館によ

る夏休みアート」を一体化した「おかや小学生夏休みわくわくサマース

クール」を実施した。 

参加児童 延べ９２７人 

３ 魅力ある学校づくり交付金 

魅力と活力ある学校づくりを推進するため、小中学校がそれぞれの特

色を活かして取り組む総合的な学習の時間の活動に対し、交付金を交付

した。                     2,815,000 円 

（4,979,158円） 

教員住宅管理事業  間下教員住宅の維持管理、教職員等への貸付を行った。 

１ 管理戸数 ２棟３２戸 

２ 入居者数 １８名 

（単身用１５名、世帯用３名）入居率５６．２％ 

３ 施設修繕等 １４件 

（1,794,325円） 

学校管理運営事業  小中学校の運営に必要な学校配当予算の令達、執行管理及び給食調理員

等市費職員の配置、施設維持に必要な経費等を執行した。 

１ 小学校の主な修繕工事（５０万円以上） 

 ・神明小学校体育館屋根修繕工事         682,000円 

・岡谷田中小学校ブランコ修繕工事        792,000円 

・上の原小学校消防用設備修繕工事        688,600円 

２ 中学校の主な修繕工事（５０万円以上） 

 ・岡谷南部中学校剣道場照明 LED ランプ交換修繕工事 

660,000円 

 ・岡谷東部中学校給食室厨房内回転釜下部排水ピット修繕工事 

660,000円 

 ・岡谷東部中学校第２音楽室照明器具取替修繕工事 528,000円 

３ 公有財産の購入 

 ・小井川小学校 借用地 245.47㎡         6,255,074円 

（小学校 433,480,142円） 

（中学校 226,378,078円） 

学校教育推進事業 

 

小中学校において学習指導要領に基づくカリキュラムを実践し、学校図

書館の運営、英語教育や情報教育の充実等、学校教育を推進するため、各

種事業を実施した。 

１ 学校図書館活用推進事業 

  児童生徒の読書活動の充実を図り、「豊かな心」と「自ら学ぶ力」の

育成を図るため、読書・学習・情報センターとして機能する学校図書館

づくりを市立岡谷図書館と連携して推進した。 

（１）学校図書館司書の配置 

  小中学校全１１校に学校図書館司書を配置し、司書教諭等をサポート

するとともに、学校図書館の環境づくり及び蔵書の充実を行った。 

２ 外国語授業支援事業 

  小学校の外国語活動及び国際理解教育、中学校の英語教科指導の補助のた

め、ＡＬＴ（外国語指導助手）を７名配置し、外国語授業への支援を図った。 

                            小学校 22,108,800円 

中学校 12,633,600円 
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３ 保健体育科指導事業 

  地域伝統のスポーツ文化であるスケートを小学校の授業に取り入れ、

児童の健康増進、体力向上に努めた。 

【利用者】屋内リンク ４５５人 屋外リンク １，８８０人 

     合計数 ２，３３５人         4,204,158円 

４ 情報教育推進事業 

  国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、小中学校に配備した１人１台端末を

活用し、児童生徒の個別最適化された学びの提供に努めた。 

（１）ＧＩＧＡ運営支援業務 

 ・児童生徒のＧＩＧＡ端末の利活用が滞りなく行われるように 

ＧＩＧＡスクールサポーターを配置し支援体制を整えた。 

 ・第２期ＧＩＧＡ端末の計画的な導入に向け、「岡谷市情報機器等整備

計画」を策定したほか、ネットワーク環境の課題を把握するためアセス

メント調査を実施した。 

小学校 2,857,400円 

中学校 1,632,800円 

（２）情報教育の推進 

  教職員等に対して、情報教育指導員による情報機器の操作支援、教職員

向け研修、授業サポート等を行い、情報教育を推進した。 

（３）情報教育委員会 定例会３回、臨時会１回 

各校の担当教員で構成する情報教育委員を中心に児童生徒及び教職員

の情報活用能力を高めるための研修等を実施した。 

また、情報モラル教育について、実践発表やセキュリティ･モラル対

策についての講習会等を実施した。 

５ 学校・家庭双方向通信アプリ運用 

  家庭との連絡手段のデジタル化を進め、迅速かつ的確に情報のやりと

りができる通信アプリ「すぐーる」を運用した。 
小学校 676,200円 

中学校 386,400円 

 （小学校 163,204,097円） 

（中学校  74,610,737円） 

健康管理事業 児童生徒および教職員の健康の保持増進を図るため、小中学校に学校医

を配置し、健康管理に努めた。 

（小学校 15,506,951円） 

（中学校  8,960,806円） 

学校給食事業  児童生徒に安全で安心な給食を提供するため、学校調理員の配置のほか、

給食室の設備改修や備品等の更新を行った。 

１ 小学校の主な購入備品（１０万円以上） 

 ・神明小学校スチームコンベクションオーブン１台 

                         1,540,000円 

・湊小学校炊飯器１台（炊飯器内釜（追加分）含む） 

                         407,000円 

・長地小学校給食用配膳台１台          115,500円 

２ 中学校の主な購入備品（１０万円以上） 

 ・岡谷西部中学校スチームコンベクションオーブン１台 

2,475,000円 

 ・岡谷南部中学校回転釜１台          1,683,000円 
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 ３ 食材高騰に伴う学校給食費の支援 

学校給食の食材価格の高騰を受け、昨年度に引き続き値上がり分の食

材費の公費負担を継続し、支援を行った。 

小学校 11,909,220円 

中学校 11,566,335円 

（小学校 18,698,182円） 

（中学校 19,209,284円） 

小中学校整備事業 

 

 

 児童生徒が安全で快適に学べる学校づくりに向け、小中学校の施設整備

を推進した。 

１ 小学校の主な施設整備 

・上の原小学校昇降口前舗装等改修工事（令和５年度繰越事業）                    

3,564,000円 

・令和７年度に予定した上の原小学校トイレ洋式化改修工事に係る国補

助金の前倒し採択に伴い、補正予算を行い、令和７年度に１９，７７８

千円を繰り越した。 

 

２ 中学校の主な施設整備 

・岡谷南部中学校体育館屋根等補修工事（令和５年度繰越事業） 

2,037,200円 

・岡谷東部中学校トイレ洋式化改修工事（令和５年度繰越事業） 

15,059,000円 

（小学校  3,564,000円） 

（中学校 17,096,200円） 

就学援助費  要保護及び準要保護児童生徒の保護者に対し必要な就学援助を行い、義

務教育の円滑な実施を図った。 

 また、特別支援学級に入級する児童生徒の保護者に対し、就学等に要す

る経費に対する奨励費を支給し経済的負担の軽減を図った。 

【就学援助費】 

小学校:17,667,341円 

中学校:17,599,356円    計:35,266,697円 

【特別支援教育就学奨励費】 

 小学校: 3,980,433円 

 中学校: 2,661,204円    計: 6,641,637円 

（小学校 21,647,774円） 

（中学校 20,260,560円） 

放課後子どもの居

場所づくり事業 

 市内全７小学校において、放課後時間に学校施設を活用して、子どもた

ちの安全・安心な居場所を提供した。運営に協力いただく地域住民の知識

や教養を伝える交流活動等を通じて、子どもたちが心豊かで健やかに育ま

れる環境づくりを推進した。 

名称 
実施

回数 

延べ参加児童数 

令和 

６年度 

令和 

５年度 
増減 

とちっ子ひろば（川岸小） 16 1,070 927 143 

神明っ子はばたきラボ（神明小） 16 848 864 △16 

おいかわっこ（小井川小） 11 687 650 37 

あやめ基地（岡谷田中小） 13 1,751 1,771 △20 

あそぼう日（湊小） 16 383 525 △142 

おさっちあ（長地小） 11 2,580 2,366 214 

うえのはらっぱ（上の原小） 16 902 928 △26 

合計 99 8,221 8,031 190 

（4,249,654円） 
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学童クラブ管理運

営事業 

 就労等により保護者が昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後時間等

の適切な遊びと生活の場として、学童クラブを開設した。 

１ 開設校 小学校７校１３クラブ（障がい児学童ひかりクラブ含む） 

２ 開設日 学校登校日、学校休業日、 

土曜日は岡谷田中小学校に集約して開設 

３ ボランティア参画 

・夏休み読み聞かせボランティア 

  期間 ７月２２日（月）～８月２０日（火） 

  受入 １３学童クラブ 延べ１４８人、１３５回 

・夏休み音楽ボランティア 

  期間 ７月２２日（月）、８月８日（木） 

  受入 ４学童クラブ 延べ２５人、３回 

 ・春休み読み聞かせボランティア 

  期間 ３月１９日（水）～３１日（月） 

  受入 １０学童クラブ 延べ５７人、５５回 

 ・春休み語りボランティア 

  期間 ３月１９日（水）～３１日（月） 

  受入 ８学童クラブ 延べ２４人、２４回 

４ 中学生による職場体験「学童ＷＯＲＫＷＯＲＫ
わ く わ く

体験事業」 

   期間 ７月２５日（木）～８月２日（金） 

   受入 ２３人（延べ時間１０３．５時間） 

 （63,116,721円） 

岡谷子ども未来塾

事業 

市内中学校において、苦手科目の解消や学習の習慣付けができるよう、

教員ＯＢ等が講師となり、中学２年生を対象に英語・数学の学習支援ソフ

トによる学習や自主学習への学習支援を行った。 

 

学校名 

実施回数 延べ参加生徒数 

英語 数学 
英語 数学 

６年度 ５年度 ６年度 ５年度 

岡谷西部中 7 7 30 5 43 17 

岡谷北部中 7 7 52 41 47 43 

岡谷南部中 7 7 75 47 91 59 

岡谷東部中 7 7 127 65 101 54 

合計 28 28 284 158 282 173 

                  （内、英数合同：8回） 

小学生夏休みわくわくサマースクールの中で、小学５年生を対象に「岡

谷子ども未来塾５年版」を実施し、延べ１０１名に対し、算数に関わる学

習支援を行った。(各校２回実施) 

（528,000 円） 

岡谷市育英基金奨

学金事業 

高校、大学等への進学者に対し、選考委員会による選考の上、岡谷市育

英基金による奨学金貸付者を決定し、対象者への貸付及び償還事務等を行

った。 

・本年度貸付者 ３２人（うち新規貸付者７人） 

（新規貸付者内訳 大学 ５人、専門学校２名） 

・当年度貸付額 25,584,000円 ・償還免除額  5,431,950円 
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第２ 川岸学園整備室 

 １ 概説 

川岸学園整備室では、令和５年２月に策定した「川岸学園構想」に基づき、令和９年

４月の「施設一体型義務教育学校」の開校を目指すとともに、校地内に公立の幼保連携

型認定こども園を併設し、幼児期から学齢期までを切れ目なくつなぐ「新たな学び舎」

の創出に向けて、川岸学園設立準備委員会及び専門部会を設置し、様々な検討、調整を

進めたほか、令和６年２月に策定した「岡谷市川岸学園整備基本計画」に基づき、施設

整備に係る基本設計等の業務を実施した。 

 

２ 実績総括 

主要な事務事業 内          容 

川岸学園整備事

業費 

１ 川岸学園設立準備委員会等の開催 

 義務教育学校及び幼保連携型認定こども園の開校・開園に向けた

準備を進めるため、川岸学園設立準備委員会及び各専門部会を開催

した。 

・川岸学園設立準備委員会 ２回開催 

開催日：８月２６日（月）、３月２５日（火） 

・学校デザイン部会 ２回開催  

開催日：１月２７日（月）、３月４日（火） 

 ・学校生活部会 １回開催 

   開催日：２月１７日（月） 

 ・総務部会 １回開催 

   開催日：２月２５日（火） 

・地域コミュニティ・ＰＴＡ部会 １回開催 

   開催日：２月１３日（木） 

 ・施設部会 １回開催 

   開催日：２月２０日（木） 

 ・こども園部会 １回開催 

   開催日：１月２８日（火） 

 

２ 川岸学園整備事業基本・実施設計業務 公募型プロポーザル 

川岸学園の施設整備に係る設計業務を実施するにあたり、公募型

プロポーザル方式により設計業者を選定するため、選定委員会を３

回開催し、優先交渉権者として「エーシーエ・サイト設計共同体」

を選定した。 

・川岸学園整備事業基本・実施設計業務 

委 託 先：エーシーエ・サイト設計共同体 

業務期間：７月１２日（金）～令和７年７月３１日（木） 

契約金額：146,850,000円（契約変更後：153,054,000円） 

 ・川岸学園整備事業基本設計（案）概要の公表 

基本設計（案）の概要を岡谷市議会全員協議会へ報告した。 

日時：１１月２１日（木）  

・整備スケジュール及び概算事業費の公表 

川岸学園整備の概要について、岡谷市総合教育会議で協議調 
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整を行った上で、岡谷市議会全員協議会へ報告した。 

日時：２月４日（火）  

３ 川岸学園の取組に関する説明会、意見交換会の実施 

 地域や保護者、学校関係者等を対象に川岸学園整備に関する取組

について、説明会や研修会等を実施したほか、「川岸学園ＮＥＷＳ

（１号～１１号）」を発行した。 

 

・川岸地区５区を訪問 

   内 容：岡谷市川岸学園整備基本計画の説明、意見交換 

   期 日：４月１１日（木）～１６日（火） 

 ・岡谷市区長会 

   内 容：川岸学園構想及び岡谷市川岸学園整備基本計画の 

説明 

   期 日：４月２３日（火） 

・川岸地区健全育成の会 

内 容：川岸学園整備に向けて ～本年度と今後の取組～ 

地域や保護者との意見交換会（分散会） 

  期 日：６月２６日（水） 

  参加者：保護者、地域住民、学校関係者 約８０名 

・民生市政をつくる市民の会  

内 容：川岸学園構想や義務教育学校等に関する出前講座 

   期 日：８月８日（木） 

  参加者：一般市民、市議会議員など ２１名 

・岡谷の教育を考える懇談会 

内 容：少子化を見据えた今後の学校の在り方、地域と学校 

の関わり方について、区長、教育委員、岡谷市教育 

委員会、校長会の職員との懇談 

   期 日：８月２２日（木） 

・地元有志による「市民の声をとどけよう ワークショップ」  

内 容：川岸学園の今後について、４つのテーマに分けて、 

ワークショップ形式による意見交換 

期 日：１０月１２日（土） 

参加者：保護者や地域住民、小中学生など 約４０名 

・川岸学園整備事業 基本設計（案）に関する市民説明会 

  内 容：川岸学園整備の基本設計（案）の説明  

期 日：１２月１３日（金）、１６日（月）の２回 

参加者：保護者や地域住民、一般市民など 計５０名 

 

４ 川岸学園に係る施設整備 

 川岸学園整備事業について、国補助金の前倒し採択により工事費

等の補正予算（389,300千円）を行い、令和７年度へ全額繰越した。 

 

５「ウェルビーイング実践校ＴＯＣＯ－ＴＯＮ（トコトン）」 

 地域の教育課題に対応するため、学校の仕組みの改革などに取り

組む学校や教育委員会を支援する長野県教育委員会の事業「ウェル

ビーイング実践校 ＴＯＣＯ－ＴＯＮ（トコトン）」に応募し、採

択団体として指定を受けた。 

 

 （99,279,612 円） 
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第３ 生涯学習課 

 １ 概説 

   生涯学習課では、岡谷市学びの紡ぎ応援プラン（第６次岡谷市生涯学習推進計画）

に基づき、生涯にわたり学び続け、地域に根ざす『ひと、もの、こと、こころ』の資源を

活用しながら、生涯学習活動センター、公民館（湊、川岸、長地）、美術考古館、図書館

において生涯学習の推進を図るとともに、青少年健全育成及び文化財保護に関する

諸事業を実施した。 

生涯学習活動センター及び３公民館では、人生１００年時代を豊かなものとする

ために、「じっくり学習 岡谷学」をはじめとする各種講座を実施した。また、関係各

課及び関係団体、組織等と検討を行うとともに、パブリックコメントにより市民から

の意見を取り入れて「第７次岡谷市生涯学習推進計画」を策定した。施設等の整備と

して、生涯学習館ダンス音楽室の可動壁改修工事を実施した。 

美術考古館では、髙橋貞一郎・中島覚雄師弟展、市内古墳出土品の特別展示、文

化財の保存技術に係る講演会のほか、多くの企画展やワークショップを開催した。 

また、民間ノウハウを活用した事業展開と効率的な管理運営のため、指定管理者制度

の導入について検討した。 

図書館では、第４次子ども読書活動推進計画に基づき、子どもの読書習慣の定着

を図るため、各種イベントや事業等を開催した。また、施設等の整備として図書館

給水管改修工事、側溝改修工事、天井照明改修工事を実施した。 

文化財保護事業では、旧渡辺家住宅茅葺屋根等改修工事を実施した。有形文化財保

護・保全事業では、平成１４年に発掘が行われた岡谷丸山遺跡に関する矢柄研磨器の

研究（岡谷丸山遺跡西区報告書）を発行した。遺跡緊急発掘事業では、遺跡内での個

人住宅建設等小規模開発事業に伴う試掘及び発掘調査を行い、埋蔵文化財の記録保存を

実施した。また、本年度から岡谷市史編さん準備室を岡谷市史編さん室に改め、新たな

岡谷市史編さん事業に着手した。 
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２ 実績総括 

主要な事務事業 内          容 

社会教育振興事 

業 

１ 社会教育委員の会議 

社会教育関連事業について、視察や研修などの研究活動をするな

かで協議、検討また意見集約を行い、教育委員会へ提言を行った。 

（１）教育委員会からの諮問   無 

（２）教育委員会へ活動報告 

「第７次岡谷市生涯学習推進計画の策定について」 

  ・計画内容の検討、表紙デザインの決定 

（３）会議等 

・全体会議 ６回 

（４）研究活動 

長野県社会教育研究大会、諏訪・上伊那地区社会教育委員連絡  

協議会合同研修会等への参加 

２ 郷土学習館活動支援 

郷土の先人に学び、地域から生涯学習活動を発信している特定 

非営利活動法人郷土学習館運営委員会の活動について助成・支援を

行った。 

郷土学習館活動支援事業補助金    １，８００，０００円 

(2,066,288円) 

二十歳を祝う会

開催事業 

 岡谷市で心身を育んだ男女青年が、人生の節目として二十歳を迎え

たことを岡谷市として祝うため、１月の第２日曜日に開催した。 

 ・日 時 令和７年１月１２日 午後２時 

 ・会 場 岡谷市文化会館（カノラホール） 

・対象者 平成１６年４月２日から平成１７年４月１日までの出生

者で市内に在住する者及び市内に親等が在住する者 

区 分 令和６年度 令和５年度 増 減 

対象人数 518人 472人 46人 

参加人数 347人 321人 26人 

参 加 率 67.0% 68.0% △1.0% 

(1,089,076円) 

生涯学習推進事 

業 

１ 「成長樹（期）子育て実践ポイント」活用事業 

おかや子育て憲章具現化の取り組みとして、子育てのポイントを

年齢期毎にまとめたパンフレット「成長樹（期）子育て実践ポイン

ト」を、母子手帳交付時や健康推進課「家庭訪問指導事業」の訪問

時等に配布した。また、令和５年度に社会教育委員が作成したＰＲ

動画をＹｏｕＴｕｂｅの岡谷市公式チャンネルにて公開した。 

２ 岡谷市職員出前講座（市民と歩むまちづくり講座）開催事業 

  市民の生涯学習活動を推進するため、職員が地域へ講師として 

出向き、行政の仕組みや各課の業務内容等について説明した。 

 ・メニュー ８部門、８７講座 ・派遣件数 ４６件 

 ・参加延人数  １，６６０人 

３ 学びのおかやサポート事業 

地域の教育力を学校教育、社会教育、社会体育の場で活用する 

ため、ボランティア保険への加入費用を公費負担し、広くボラン  

ティア活動への参画を進めた。 

・加入者数 ２４３人 

４ 第７次岡谷市生涯学習推進計画策定事業 

人生１００年時代を心豊かに迎え、継続した生涯学習の基盤を

築くことを目的として第７次岡谷市生涯学習推進計画を策定した。 

・計画期間 令和７年から令和１０年（４年間）  

  (463,914円) 
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人権教育推進事 

業 

 

 

 

 「岡谷市人権に関する基本方針」に基づき、市民一人ひとりが   

かけがえのない存在として尊重される社会の実現に向けて、各種人権

教育講座を実施した。 

１ 輝く子育て支援学級  

２回（湊公民館、川岸公民館） 

２ いちい学級 

  ４回（カルチャーセンター、湊公民館、川岸公民館、長地公民館） 

３ 家庭教育学級における人権講座 

５回（成田保育園、神明保育園、横川保育園、湊小学校、川岸小

学校） 

４ 子育て関連団体 

放課後子どもの居場所づくりスタッフ研修会 １回 

(64,951円) 

公民館総務事務 公民館の総務的経費である運営協議会負担金 

１ 長野県公民館運営協議会負担金 

人口 ４６，０４４人（令和５年１０月１日） 

人口約４６，０００人×１．５円      ６９，０００円 

２ 諏訪地方公民館連絡協議会負担金 

   人口 ４６，０４４人（令和５年１０月１日） 

   人口約４６，０００人×０．５円＋均等割５，０００円 

                        ２８，０００円 

(97,000円) 

湊公民館管理事 

業 
乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

湊公民館の適正な維持、管理を行った。 

１ 湊公民館宿日直委託業務          ４５３，０４２円 

２ 主な修繕等 

 ・玄関等照明器具交換修理（ＬＥＤ化）８台   １９１，６２０円 

 ・自動ドア装置交換修理 ２箇所        ７７０，０００円 

(2,541,749 円) 

湊公民館運営事 

業 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即し

た学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。 

１ 輝く子育て支援学級    １６回 参加延人数    １７２人 

２ 保育園家庭教育学級 

・みなと保育園        ２回 参加延人数    １０３人 

３ 小学校家庭教育学級 

・湊小学校          １回 参加人数     １２０人 

４ いちい学級        １６回 参加延人数    １３９人 

５ 生活講座 

・「不得意な人のためのスマホ講座」 

 ４回 参加延人数     ２０人 

・「点描曼荼羅アート講座」  ４回 参加延人数     １８人 

・「きのこ（シイタケ）の菌打ち体験講座」 

１回 参加人数 １０組  １７人 

６ 山っ湖学級         １回 参加人数       ４人 

７ 花岡・小坂公民館との共催講座 

 ・「ひな祭りのケーキづくり講座」   

１回 参加人数 １０組  １８人 

８ 読書活動推進事業 

登録者数 ５４５人 貸出冊数 ２，２７０冊 
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９ 学習団体育成支援 

・湊公民館学習グループ             １３グループ 

・岡谷市３公民館（湊・川岸・長地）交流文化祭 

作 品 展         参加１１団体（湊公民館４団体） 

芸能発表         参加 ５団体（湊公民館３団体） 

・湊公民館ロビー作品展    参加 ３団体 

１０ 湊コミュニティスクール連携事業 

・公民館体験講座 「陶芸講座～ハロウィンのランタン作り～」 

湊小学校４学年 １７人 引率教諭 １人 

                      (7,087,783円) 

川岸公民館管理 

事業 

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である

川岸公民館の適正な維持、管理を行った。 

１ 川岸公民館宿日直委託業務         ８１５，２１１円 

２ 主な修繕等 

 ・実習室、学習室照明器具交換修理（ＬＥＤ化）４台   

    １０８，９００円 

                       (2,237,383円) 

川岸公民館運営 

事業 

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即した

学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。 

１ 輝く子育て支援学級      １６回 参加延人数 １６５人 

２ 保育園家庭教育学級 

・川岸保育園           １回 参加人数  １０８人 

３ 小学校家庭教育学級 

・川岸小学校           １回 参加人数  ２００人 

４ 子ども学級 

 ・「夏休み子どもチャレンジ教室」  １回 参加人数    １７人 

５ いちい学級          １６回 参加延人数 ３７７人 

６ 生活講座 

・「セルフ整体体操」        ３回 参加延人数  ４３人 

・「スマホ写真活用術」       ４回 参加延人数  ２１人 

７ 読書活動推進事業 

登録者数 ７６５人 貸出冊数 ３，３５７冊 

８ 学習団体育成支援 

  ・川岸公民館学習グループ            １３グループ 

・岡谷市３公民館（湊・川岸・長地）交流文化祭 

作 品 展         参加１１団体(川岸公民館３団体) 

芸能発表         参加 ５団体(川岸公民館１団体) 

・川岸公民館ロビー作品展   参加 ２団体 ２個人 

 (4,098,708円) 

長地公民館管理 

事業 

乳幼児から高齢者までの多くの人が集う、地域の学びの拠点である 

長地公民館の適正な維持、管理を行った。 

１ 長地公民館宿日直委託業務       １，１２３，６２９円 

２ 主な修繕等 

 ・煙光電式スポット感知器取替         ２２，０００円 

 ・自動ドア装置部品取替等           ４７，３００円 

 (3,053,134円)  

長地公民館運営 

事業 

  

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即した

学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。 

１ 輝く子育て支援学級      １６回 参加延人数 １２２人 

２ 保育園・認定こども園家庭教育学級 

・長地保育園ほか２園       ３回 参加延人数 ２６８人 
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 ３ 小学校家庭教育学級 

・上の原小学校ほか１校      ２回 参加延人数 ４１０人 

４ 子ども学級 

 ・「世界にひとつだけのマーブリングアートをつくろう」 

  １回 参加人数   １５人 

 ・「親子で体験！びっくり科学実験！」 

１回 参加人数   ３０人 

５ いちい学級          １６回 参加延人数 ４７９人 

６ 生活講座 

 ・「ゲーム感覚で楽しく健康に！スポーツウエルネス吹き矢」 

                  ３回 参加延人数  ３７人 

 ・「東堀の歴史探訪～ゆったり散策」 １回 参加人数    １２人 

７ 共催講座（長地公民館で活動中のグループとの共催） 

 ・「筋力アップ＆体幹トレーニング体験講座」 

                  ３回 参加延人数  ２５人 

 ・「エンジェルキッズ無料体験会」  ３回 参加延人数  １５人 

 ・「長地キッズ☆そろばん講座」   ６回 参加延人数  ５２人 

８ 読書活動推進事業 

登録者数 ７９９人 貸出冊数 １，８０５冊 

９ 学習団体育成支援 

・長地公民館学習グループ ２９グループ 

・岡谷市３公民館（湊・川岸・長地）合同文化祭 

作 品 展        参加１１団体（長地公民館４団体） 

芸能発表        参加 ５団体（長地公民館１団体） 

  (3,997,100円) 

美術考古館管理 

事業 

１ 美術考古館の管理・運営及び収蔵作品等の適切な管理を行った。 

２ 将来の考古展示のため京都大学が所有する海戸遺跡出土品の調査

を行った。 

３ オリジナルグッズとして「絵はがき」、「一筆箋」、「クリアファイ

ル」などの販売を行うとともに「縄文カップ」、「陶器の箸置き」な

ど外部作家の作品等の委託販売もあわせて行った。 

４ 美術考古館の企画展示室や交流ひろば等の貸出を行った。 

５ 髙橋貞一郎の作品他、美術作品の寄贈を計１２点受けた。 

６ 文化の日に無料公開し７５人の入館者があった。 

７ 関係団体等で組織する研究会を立ち上げ指定管理者制度の導入に

ついて検討した。 

 ・岡谷美術考古館の将来像を探る研究会        ４回開催 

                         (10,070,158円) 

美術考古館学習 

事業 

ワークショップなどを開催し、ものづくりの体験や芸術・文化等に

触れる学習活動を推進した。 

・偶然の模様を楽しむポーリングアートを作ろう参加人数  ９人 

・紙のかぶとを作ろう            参加人数  ４人 

・まゆの花をつくろう            参加人数  １人 

・館長と縄文ロックアートをやってみよう（８回）  

    参加人数 １４人 

・樹脂粘土でミニチュアパンを作ろう      参加人数 １１人 

・館長とはにわをつくろう（３回）       参加人数 ２９人 

・縄文ハロウィンランタンを作ろう      参加人数  １人 

・クラフトバンドで小物入れを作ろう      参加人数  ９人 

・陶磁器への絵付け体験           参加人数 １５人 

・館長とステンドラミを作ろう          参加人数 １０人 

・(対話型鑑賞)「画家さんから見た世界」   参加人数  ６人 

・切り紙でうちわを飾ろう（２回）      参加人数 １０人 
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 ・インド刺繍リボンを使ったミニポーチを作ろう参加人数  ６人 

・ホイップデコでキーホルダーを作ろう    参加人数 １０人 

・クリスマス曼荼羅アートをやってみよう   参加人数  ６人 

・紙粘土ワークショップ           参加人数 １６人 

・土器型キャンドルホルダー作り       参加人数 １１人 

・モールドールを作ろう           参加人数 １０人 

・館長と色工作紙のおもしろ生き物を作ろう   参加人数  ４人 

・紙粘土で作る楽しい水族館         参加人数 ２０人 

・チョコネイキッドケーキを作ろう      参加人数  ７人 

・館長と消しゴムはんこを作ろう       参加人数  ２人 

・ピンホールカメラを作って撮影してみよう  参加人数 １０人 

・紙袋をリメイク！縫わないポーチを作ろう  参加人数  ４人 

(139,821円) 

美術考古館展示 

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 収蔵作品展の開催 

・「林清登切手コレクション展」 令和６年３月 ７日～５月１２日 

・「新収蔵作品展１」         １１月１４日～２月 ２日 

・「新収蔵作品展２」          ２月  ６日～４月１４日          

２ 交流ひろば・企画展示室展示          

・「２０２４ ＯＫＡＹＡ ＡＲＴ ＦＥＳ ＭＩＸ」 

     ９月１３日～ ９月１５日 

・「岡谷区民作品展」         ９月２７日～  ９月２９日 

・「岡谷市書道協会会員展」     １０月１１日～１０月１３日 

・「ア・ラ・カルト６（シス）」    １０月１８日～１０月２１日 

・「艸展」              １月１６日～  １月２０日 

・「東高展」             ３月 １日～ ３月１７日 

・「ほっこり笑顔が一番ヨイサ！！展」 ３月３１日～  ４月１４日 

３ 考古常設展示 

・縄文時代～奈良・平安時代（顔面把手付深鉢形土器・壺を持つ妊

婦土偶等）  

４ アーティスト育成展 

 ・かおてぃっくこすもす作品展「銀塩写真への誘い」     

３月 １日～ ３月３０日 

(315,648円) 

美術考古館企画 

展等開催事業 

 

１ 美術特別企画展等 

・自然流の書「小口寉甫展」      ５月１６日～ ７月１５日 

【関連イベント】オープニングセレモニー、講演会「書と盆栽」 

                       ５月１８日 

・「高橋貞一郎・中島覚雄 師弟展」 

前期 ７月２０日～ ９月１６日 

後期 ９月２１日～１１月１０日 

【関連イベント】「私の諏訪湖・天竜川風景」（絵画・写真展示） 

１０月 １日～１０月 ７日 

・「ちいさくてもいいじゃないか みんなのミニチュア作品展」 

１０月２７日～１２月２２日 

２ 考古特別企画展等 

・講演会「高松塚古墳のいま・むかし」カノラホール ８月２５日

｢博物館はどんなところ？｣ 岡谷東部中学校 ８月２６日 

 【関連イベント】市内古墳巡りのススメ（考古資料展示） 

                   ７月 ６日～１２月２６日 

 ・諏訪郡内７館合同企画 

「『諏訪史』第１卷刊行一〇〇年記念展」２月 １日～  ３月３０日 
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３ 岡谷市内小学校児童版画展 

・第３２回岡谷市内小学校児童版画展  １月２６日～ ２月２３日 

                          (945,556円) 

生涯学習館車両

管理事務 

共用車両の管理費の節減に取り組むとともに、各種法定点検、職員

による日常点検を実施し、適正な車両管理と運行に努めた。 

（389,798円） 

生涯学習館管理 

事業 

乳幼児から高齢者までが集い、学ぶための施設である生涯学習館の

維持、管理を行った。 

１ 生涯学習館施設運営業務委託     １１，９３９，４００円 

２ 主な工事・修繕等 

・ダンス音楽室可動間仕切り改修工事   ２，４２０，０００円 

・ダンス音楽室他壁紙張り替え工事       ９９，０００円 

３ 備品購入 

・第１会議室イス               ９９，４４０円 

・第２会議室イス               ９９，４４０円 

・貸出用プロジェクター １台         ６４，５７０円 

・音楽スタジオドラム用クラッシュシンバル   １０，２５２円 

（19,980,092円） 

生涯学習館運営 

事業 

 

 

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即した

学習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。 

１ 輝く子育て応援講座       ８回  参加延人数  ５１人 

２ 保育園・幼稚園家庭教育学級 

・小口保育園ほか５園（市立）   ６回  参加延人数 ３３４人 

・聖母幼稚園ほか２園（私立）   ３回   参加延人数  ９９人 

３ 小学校家庭教育学級 

・神明小学校ほか２校       ３回 参加人数  ４６２人 

４ キッズチャレンジ（子ども学級） ５回 参加延人数  ３３人 

５ 世代間交流講座 

・「豊かな色彩で自由に！点描曼荼羅アート講座」 

１回  参加人数   ２０人 

６ 親子講座 

 ・「クイズにチャレンジ！親子で学ぶお金の小学校」 

１回  参加人数   １３人 

７ 季節の教養講座 

・「オカリナ入門講座」      ５回 参加延人数  ６３人 

・「平安時代を生きた人の心を紐解く 和歌の解読講座」 

５回 参加延人数  ４６人 

・「色鉛筆アート講座」      ３回  参加延人数  ３８人 

・「古典文芸から探る風物詩」   ４回  参加延人数  ３９人 

・「初心者向けハワイアンフラ講座」３回  参加延人数  ３８人 

・「初心者向け押し花講座」    ３回  参加延人数  １８人 

・「はじめての刺繍講座」     ４回 参加延人数  ５２人 

・「みんなでウォーキング講座」  ３回  参加延人数  ４６人 

８ 若者向け講座 

 ・「イラストレーター体験講座」  ２回  参加延人数   ９人 

９ 生涯学習大学 

 ・「ツキノワグマを知ろう」 

信州大学山岳科学研究拠点 瀧井 暁子氏 参加人数   ３１人 
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１０ ＩＴ講座 

 ・「シニア向けスマホ講座」 

   はじめの一歩 ４回  参加延人数  ４１人 

   インターネットに繋いでみよう ２回  参加延人数  １９人 

   アプリをインストールして使ってみよう 

 ４回  参加延人数  ５７人 

   スマホで危機回避 １回  参加延人数  １４人 

１１ いちい学級         １６回  参加延人数 ４７３人 

１２ じっくり学習！岡谷学     ９回  参加延人数 １１３人 

１３ コレカラ岡谷 

 ・かつて巨大だった諏訪湖の変遷と岡谷の街のかかわり 

   ３回  参加延人数  ２７人 

１４ 共催講座（生涯学習館で活動中のグループとの共催） 

・「基礎を学ぶ書道講座」（書道清遼会イルフ） 

４回  参加延人数  ３７人 

 ・「初心者向けパッチワーク講座」（花園キルトの会） 

   ４回  参加延人数  ３１人 

 ・「初心者向き社交ダンス講座」（岡谷イルフダンスの会） 

   ４回  参加延人数  ３８人 

 ・「はじめての水墨画講座」（墨雅会） 

   ４回  参加延人数  ３９人 

１５ 地域共催講座（今井区との共催） 

・「夏の学び舎」         ３回  参加延人数 １３７人 

１６ ボランティア講座（岡谷市社会福祉協議会との共催） 

・「おいしいコーヒーでふれあいの輪をひろげよう！」 

２回  参加延人数  １７人 

１７ ホリデイスクエア事業 

・Ｈａｐｐｙ Ｓｍｉｌｅ ＨＵＬＡ～観て、踊って、笑顔になろう～ 

来場者人数  ７０人 

・爽やか！オカリナコンサート      来場者人数  ９０人 

・皆で楽しく踊ろう クリスマスダンスパーティー 

来場者人数  ４０人 

・歌い人ごんべ 冬のあったかコンサート 来場者人数 １００人 

１８ ロビー展事業 １４団体参加  各８～１５日間展示 

１９ 文化祭 

・市民舞踊祭     来場者人数   ９０人 

・市民作品展  来館者延人数 ７７４人 

・作品展企画料理講座「カフェ風ランチでお・も・て・な・し」 

１回  参加人数   ５人 

・市民音楽祭 来場者人数  ５９８人 

・岡谷展      来館者延人数 ６１７人 

・市民伝統音楽芸能祭 来場者人数  １８２人 

・おかや演劇祭            来場者延人数 ４１２人 

２０ 学習グループの育成および活性化 

９３グループ １，０６５人 

 (1,811,032円) 

青少年活動育成 

支援事業 

１ 青少年問題協議会 

青少年の指導、育成、保護等に関する総合的施策の検討及び実施

のため会議を開催した。 

 ・協議会 ６月２７日            参加人数 ２２人 
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 ２ 岡谷市子ども会育成連絡協議会 

・市内２０地区子ども会育成会組織への支援 

・「子どもの手による子ども会」をめざした活動の実施 

・「子ども会だより」発行 

・１０月１９日「こども秋祭り」(カルチャーセンター) 

  ※「輝けおかやっ子ＧＯＧＯチャレンジ事業」の代替事業 

◎岡谷市リーダーズ倶楽部事業 

中学生から高校生の有志で組織するボランティアグループ 

登録人数５人（高校３年生５人） 

 ・１２月７日 「クリスマス会」(カルチャーセンター) 

 ・１月１８日 「クリスマス会反省会」(カルチャーセンター) 

３ 全国子ども会安全共済会負担金 

 地区子ども会育成会活動及び「放課後子どもの居場所づくり事業」

に参加する市内小中学校に通う児童生徒と子ども会育成会役員等の

安全を担保するため、全国子ども会安全共済会への加入費用を公費

負担した。              加入者数 ４，１１８人 

４ 夏休み子ども交流事業 

  東伊豆町の小学５年生と岡谷市の小学５・６年生が、岡谷市の  

シルクファクトの見学や岡谷市塩嶺野外活動センターでのレクリエ

ーション、野外炊飯、花火などを通じ、２日間昼夜を共にし、姉妹

都市交流を行った。 

・８月１日～２日 岡谷市交流        参加人数 ５９人 

                        (1,219,360円) 

環境浄化・青少 

年非行防止活動 

事業 

１ 岡谷市少年愛護センター 

  青少年の健全な育成及び非行防止を図るため、行政区代表者、市

内小・中学校及び高等学校の教員等からなる少年愛護委員８６名に

よる活動を実施した。 

（１）愛護パトロール 

青少年の非行防止を図り、心身ともにたくましく健やかな青少年

の育成を目標とした愛護指導を計画的に実施した。 

〔活動状況〕 

  ・実施日数    ７９日    ・従事委員数 延べ ２２６人 

・声かけした子どもの数              延べ １０８人 

・深夜パトロール 

 ８月７日 午後８時～午後９時３０分   参加人数 １０人 

（２）環境浄化活動 

青少年が健全に成長できるよう、有害な情報や環境から守るため

の取組みとして、地域ぐるみで青少年を見守り育て非行を防止する

環境づくりを推進する店舗「青少年健全育成協力店」の協力依頼を

市内店舗へ行い、長野県作成のステッカー配布に努めた。 

２ 街頭啓発活動 

  青少年を地域全体で支えていく社会の構築に向け、県や岡谷警察

署と協働し、駅前・市内中学校校門前・市内高等学校校門前等で啓

発物品を配付し、街頭啓発活動を行った。 

（１）「青少年の非行・被害防止全国強調月間（７月）」７月１日（月） 

（２）「子ども・若者育成支援強調月間（１１月）」 １１月１日（金） 

 (859,105円) 

図書館管理事業 

 

 

人件費等の運営管理及び図書館の施設、設備等の維持管理を行った。 

１ 主な修繕等 

・図書館給水管改修工事、図書館側溝改修工事、 

図書館天井照明改修工事、図書館ピット内給水管調査業務 

                        （56,621,249円） 
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図書資料等整備 

事業 

多くの新刊図書が発刊される中、利用者が好む本や、タイムリーな

情報を取り入れることなど各分野の特徴を意識した選書に努め、図書

資料の整備を行った。 

１ 図書資料の購入等 

 ・図書                 ７，５５０，６６６円 

・保育園、幼稚園親子文庫用図書       ９４８，７３９円 

・新聞、雑誌              １，１０６，９７０円 

２ 視聴覚資料購入 

 ・ＤＶＤ                  １６０，４２０円 

・ＣＤ                    ４６，８４４円 

（10,183,571円) 

読書普及活動事 

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 岡谷市子ども読書活動推進会議 

子ども読書活動推進委員会 委員７名 ３回開催 

２ 学校図書館との連携 

（１）市立図書館返却ポスト及び物流システム 

市立図書館で借りた本を自分の通う学校の図書館へ返却できる

ため、利用を呼び掛けた。また、教職員が求める図書資料等の相談、

検索、資料貸出等のレファレンス機能（リクエスト）も備え事業の

充実を図った。 

・市内１１小中学校図書館返却ポスト設置数   １１個 

・利用状況 

①  小学校 ２７３冊（返却数:１２４冊、リクエスト:１４９冊） 

②  中学校 １０６冊（返却数: １２冊、リクエスト: ９４冊） 

（内訳） 

（２）学級文庫「旅する本箱」 

子どもたちが本を身近に感じられる環境を整備するため、小学校

１、２年全学級および希望する学校（学級）に、絵本や様々な分野

の本を設置した。 

・配架学級数  ４８学級 

・貸出冊数 ３，２８７冊 

（内訳） 

（３）図書館見学 

  岡谷田中小学校 ２年生 ２学級 

３ おはなしの森シリーズ 

・おはなしの森        ４８回 

・ちいさなおはなしの森    １２回  参加延人数 ７９７人 

・日曜日のちいさなおはなしの森 ４回 

・おはなしの森 春だよ！スペシャル 

ブラックパネルシアター、絵本の読み聞かせ 

参加人数   １６人 

としょかんオリエンテーリング    参加人数   ３０人 

 川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原  計 

返却 0 5 19 24 12 62 2 124 

リクエスト 10 6 52 49 12 18 2 149 

計 10 11 71 73 24 80 4 273 
 

岡谷西部 岡谷北部 岡谷南部 岡谷東部 計 

返却 7 5 0 0 12 

リクエスト 9 1 0 84 94 

計 16 6 0 84 106 

川岸 神明 小井川 岡谷田中  湊 長地 上の原 計 

190 306 922 309 261 936 363 3,287 
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・夏休み特集おはなしの森 戦争の絵本の読み聞かせ 

参加人数    ８人 

・こわ～いおはなしの森 怖い絵本の読み聞かせ 

参加人数   ３４人 

・クリスマス特集おはなしの森 大型絵本の読み聞かせ 

参加人数   ３３人 

４ 「家庭読書の日」事業 

・広報への掲載、貸出冊数の上限拡大 

・家庭読書の日周知チラシの配布 

５ ファーストブック事業（９～１０か月児検診時配布） 

                配布数   ２２７冊 

６ ファーストチョイスブック事業 

・３歳児健診時に引換券を配布し、図書館にてオリジナルキャ  

ラクター付図書カードをプレゼントした。     

引換券配布人数 ２７０人 カード作成人数 ５４人 

７ 子ども工作教室 

・夏：参加者２５人、冬：参加者３０人  参加延人数  ５５人 

８ としょかんキッズ(１日図書館員）※小学４年生から高校生対象 

・夏休み・春休み（各３日間）      参加延人数  ２０人 

９ としょかん子ども読書まつり  

・関係６団体と協力し２日間開催     参加延人数 ２９５人 

１０ 団体やグループに対する読み聞かせの普及活動  

・乳幼児サークル等での職員による読み聞かせ等 

実施回数 ５回 参加延人数 １１６人 

１１ ぬいぐるみのおとまり会       参加人数   １８人 

１２ 朗読なかま大集合ｉｎおかや     参加人数   １９人 

１３ シニア電子図書館講座        参加人数    ７人 

１４ まちかど図書館事業 

・市内公共施設７か所に設置（諏訪湖ハイツ、生涯学習活動センター、

勤労青少年ホーム、市役所ロビー、市民総合体育館、美術考古館、

ロマネット） 

１５ 図書リサイクル事業（読書サークル協議会との協働事業） 

・実施日 ９月２９日 

来館者 １６８人 リサイクル図書数 ２，４２８冊 

１６ 本の福袋                    １７０冊 

１７ 図書館ＤＥ講座（兼テーマブックスコーナー） 

・こどもまんなか児童福祉週間、水道週間、食育月間、男女共同参

画週間、地球温暖化問題、岡谷市防災の日、道路ふれあい月間、

下水道の日、健康増進普及月間、食生活改善普及運動、自殺予防

週間、世界アルツハイマー月間、里親月間・里親の日、オレンジ

リボン・児童虐待防止キャンペーン、女性に対する暴力をなくす

運動、人権週間、自殺対策強化月間 

１８ はつらつ来（らい）ぶらり事業 

・高齢者の方々に本への関心をもっていただくため、いきいきライフ

コーナー（大活字本・年金等シニア向けの書棚）を設置した。 

１９ 「岡谷図書館公式エックス（Ｘ）」の運営 

・ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用し、

新コーナーの紹介やイベントの案内、その他あらゆる情報等を掲

載し、幅広い層へ市立図書館の認知度向上を図った。 

閲覧回数   １７，４８２回 
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 ２０ 読み聞かせ活動用機材の貸出 

・ハンズフリータイプの拡声器を読書活動団体や学校等に貸し    

出した。 

          拡声器貸出件数及び台数 ２件  延べ ５台 

                           (435,194円) 

図書館情報ネッ

トワークシステ

ム管理事業 

１ 諏訪地域公共図書館情報ネットワークシステム「すわズラ～」の

維持管理を行った。 

２ 信毎データベースを導入し、利用者が望む資料検索時間の短縮や、

それに伴う職員の業務の軽減を図った。 

３ 市町村と県による協働電子図書館サービス「デジとしょ信州」を

運用し、住民サービスの向上及びデジタル化社会への対応を図った。 

  登録者 ３２９人、貸出件数 ９１５件 

(5,009,716円) 

指定文化財管理 

事業 

１ 市管理の指定史跡梨久保遺跡、姥ヶ懐古墳、唐櫃石古墳、スクモ

塚古墳、広畑遺跡の草刈等の管理を行った。 

２ 指定文化財保護事業補助金               １件 

（平福寺木造十一面観音菩薩立像修復事業） 

          (586,501円) 

旧林家住宅管理 

事業 

１ 施設の維持管理、公開を行った。 

２ 施設を活用した行事を開催した。 

 ・シルクフェア             来館者数  ２８１人 

 ・岡谷工業高校茶華道部による発表会   来館者数   ７３人 

 ・文化の日に無料公開          来館者数   ２１人 

・雛人形の展示（２１日間）          （4,547,687円) 

旧渡辺家住宅管 

理事業 

１ 施設の維持管理、公開を行った。 

２ 施設を活用した行事を開催した。 

 ・文化の日に無料公開          来館者数    ３人 

 ・修繕工事見学会            参加者数   １２人 

３ 茅葺屋根等改修工事 

   工  期 令和５年１１月１５日～令和６年１０月３１日 

   請負金額 ４１，２５０，０００円 

（内令和６年分 ３６，２５０，０００円） 

４ 茅葺屋根等改修工事監理業務委託料 

   工  期 令和６年４月１日～令和６年１０月３１日 

   委 託 料 １，１００，０００円      (38,127,887円) 

旧山一林組製糸 

事務所管理事業 

１ 施設の維持管理を行った。 

２ 建物１・２階を岡谷絹工房等として施設の活用を図った。 

                        (2,268,021円) 

有形文化財保護 

・保全事業 

１ 岡谷市文化財保護審議会を開催した。        ２回開催 

２ 生涯学習課分室・公用車両の管理を行った。 

３ 文化財施設支障木伐採業務       １，１００，０００円 

４ 矢柄研磨器研究報告書作成業務       ９８２，３００円 

(8,633,534円) 

遺跡緊急発掘事 

業 

 個人住宅等小規模開発・公共事業に伴う試掘調査を実施した。 

 ・調査件数 ５件 ９９．７㎡          (2,866,683円) 

塩嶺野外活動セ 

ンター管理事業 

市内唯一の宿泊可能な生涯学習施設として、緑豊かな自然の中での

野外活動を通して、利用者の豊かな情操と心身の健全育成を図るため、

適切な管理運営を行った。 

開設期間 ５月１日～１０月３１日 

利用者数 １，０３１人             (5,187,334円) 
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市史編さん事業 １ 岡谷市史編さん室の設置 

・イルフプラザ３階生涯学習課内 専任職員２名配置 

２ 岡谷市史編さんプロジェクトチームの設置、運営 

・庁内職員３７名任命 

・２月２８日会議開催 

事業説明、講演「岡谷の魅力あれこれ～つなぐＤＮＡ～」 

３ 岡谷市史編さん委員会の設置準備 

 ・設置要綱策定、委員の公募・人選 

４ 先進地視察 

・松本市、松本青年会議所（歴史資料の活用について） 

５ 講演会受講 

・長野県史料保存活用連絡協議会講習会（須坂市文書館の活動ほか） 

・文献史料保存活用講習会（文化財の保存・活用ほか） 

・国文学研究資料館シンポジウム（地域資料の保存・活用ほか） 

・長野県地理学会（防災アーカイブほか） 

６ 広報 

 ・岡谷市史編さん室だより「覧古考新」 

１３回発行、ＷＥＢ公開（市ホームページ）、広報おかや 

・「覧古考新」閲覧・配布コーナーの設置 

（市役所ロビー、イルフプラザ、美術考古館、図書館、支所等） 

（4,939,499円） 
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第４ スポーツ振興課 

 １ 概説 

スポーツ振興課では、第２次岡谷市スポーツ推進計画の主な取組である「市民ひとり 

１スポーツの実現」、「競技力の向上」、「子どものスポーツ機会の充実」、「スポーツ環境の

整備・充実」のほか、令和６年度からの第５次岡谷市総合計画後期基本計画及び教育大綱

に掲げる「第８２回国民スポーツ大会・第２７回全国障害者スポーツ大会（信州やまなみ

国スポ・全障スポ）の推進」を加えた５つを柱に、さまざまな種類のスポーツに気軽に参

加できる環境づくりに努めるとともに、スポーツを通じて健康で活力に満ちた生活を送る

ことができるよう、公益財団法人岡谷市スポーツ協会をはじめとする関係スポーツ団体等と

連携し、各種事業を実施した。 

また、第２次岡谷市スポーツ推進計画の計画期間が令和６年度で満了になることから、

令和７年度からの新たな計画策定のため、岡谷市スポーツ推進計画策定委員会を設置し、

スポーツ振興に関するアンケート調査を実施するなど、幅広い市民の意見等を把握するな

かで、スポーツで笑顔あふれる元気なまちをめざす第３次岡谷市スポーツ推進計画「はつ

らつ岡谷スポーツプラン」を策定した。 

スポーツ施設の整備、充実においては、岡谷市営庭球場砂入り人工芝コート全面（６面）

張替改修工事、岡谷市民水泳プール昇温ボイラー更新工事のほか、岡谷市民総合体育館の

長寿命化を図るとともに、令和１０年開催予定の第８２回国民スポーツ大会・第２７回全

国障害者スポーツ大会の内定競技である卓球競技の開催を見据え、大規模改修工事に向け

た実施設計業務を実施した。 

そのほか、バレーボールの国内トップリーグであるＳＶリーグに参戦している男子バレ

ーボールチームのＶＣ長野トライデンツと１０月に相互連携協定を締結した。 

２  実績総括  

主要な事務事業 内          容 

スポーツ推進委

員事業 

スポーツ推進委員（１３人）により、ニュースポーツの普及や市

民のスポーツ推進のための行事や事業の協力に努めた。 

・諏訪地方ヘルスバレーボール大会  ６月 

・市民ニュースポーツフェスティバル ８月 

・体力、運動能力調査         ９月 

・市民ボッチャ大会         ９月    (921,440 円) 

陸上競技場管理

事業 

市営陸上競技場の利用者が、安全で快適に利用できるよう施設の

適正な管理に努めた。 

・市営陸上競技場修繕工事            282,700 円 

 (381,700 円) 
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やまびこ国際ス

ケートセンター

管理事業 

岡谷市やまびこ国際スケートセンターの管理運営を株式会社や

まびこスケートの森に指定管理者として業務委託を行うとともに、

物価高騰等に対する支援を行った。 

・指定管理委託業務             87,070,000 円 

  (95,685,470 円) 

学校体育施設開

放管理事業 

 学校体育施設の利用者が、安全で快適に利用できるよう適正な管

理運営を行った。 

 ・市内小中学校体育館、校庭          (874,147 円) 

スポーツ施設管

理事業 

市営岡谷球場、岡谷市民湖畔広場、岡谷市民川岸スポーツ広場、

岡谷市民総合体育館、岡谷市営庭球場、岡谷市民水泳プールの管理

運営について、令和６年度からの指定管理者として、前指定管理期

間と同様に、シンコースポーツ株式会社に業務委託を行った。 

 やまびこアイスアリーナほか、各スポーツ施設の維持、修繕等に

より、利用者が安全で快適に利用できるよう適正な管理を行った。 

 ・市民水泳プール券売機新紙幣対応修繕業務    165,000 円 

 ・市民総合体育館電話交換機修繕業務       902,000 円 

 ・市民総合体育館大規模改修工事実施設計業務  17,270,000 円 

・スポーツ施設指定管理委託業務         129,250,000 円 

・東体育館低濃度ＰＣＢ含有機器処分委託業務   503,250 円 

・市営庭球場人工芝全面張替改修工事      60,258,000 円 

・東体育館受変電設備等改修工事       13,200,000 円 

・市民水泳プール昇温ボイラー更新工事     13,145,000 円  

・東体育館非常用発電機改修工事設計業務（前年度から繰越） 

 1,067,000 円 

・東体育館非常用発電機改修工事（前年度から繰越） 

 14,080,000 円 

・市民総合体育館排煙設備改修工事（前年度から繰越） 

7,887,000 円 

・アイスアリーナ床面改修工事          1,760,000 円 

 (259,875,255 円) 

スポーツ振興事

業 

岡谷市教育委員会主催大会、各種スポーツ教室を公益財団法人岡

谷市スポーツ協会や専門トレーナーを有する株式会社やまびこ  

スケートの森に委託し、子どもから一般までを対象に、多様なスポ

ーツの機会の充実と競技力向上を図った。 

また、令和７年度からの第３次岡谷市スポーツ推進計画の策定業

務を実施した。 

そのほか、第８２回国民スポーツ大会・第２７回全国障害者スポ

ーツ大会の開催に向け、先催県を視察するなど施設面、運営面等の

情報収集に努めた。 

１ スポーツ大会（主催大会等）５６大会     2,249,842 円 

・各区対抗スポーツ大会 １１大会（うち１大会中止） 

       参加者１，２０３人（選手、運営、観客含む） 

・市民スポーツ普及大会 ３６大会（うち７大会中止） 

参加者５，３４５人（選手、運営、観客含む） 

・競技力向上大会 ９大会（うち２大会中止） 

       参加者２，４７１人（選手、運営、観客含む） 

参加者合計９，０１９人 

２ おかやファミリースポーツプログラム      611,061 円 

・体験型スポーツイベント ５回 

３ スポーツ教室                2,818,244 円 

・少年スポーツ教室 ９種目１０教室 
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 ・女性スポーツ教室   ２種目２教室 

・一般スポーツ教室   ２種目２教室 

・市民全般スポーツ教室 ３種目３教室 

・託児付きスポーツ教室 １種目１教室  

・ＶＣ長野トライデンツ小中学生バレーボールクリニック１回 

・国スポ強化小中学生バレーボールクリニック１回 

４ 大人のためのスロージョグ教室６回（一般）   207,000 円 

５ おかやキッズ体育塾              816,000 円 

・前期１０回、後期１０回（前期、後期各２クラス） 

６ かがやけおかやキッズ体力アッププログラム  1,280,000 円 

・小学１、２年生 ２５クラス各６回 

・指導者講習会 新任学校教職員研修会にて実施 

７ スポーツ＆健康 高齢者運動促進事業 

・元気いきいき岡谷シニアスポーツデー ４回 参加者９８人 

８ スケート振興事業               2,818,000 円 

・多種目スケート教室 ３種目３教室  

 ・おかやスピードスケートトータルサポートクラブ 

初心者～上級者コース ３０回 

アスリートコース   ５０回 

・親子で氷上運動会     １回 

・ファミリースケートデー  １回 入場者３９人 

９ 岡谷市バレーボールのまちづくり実行委員会   135,627 円 

・第２３回岡谷カップ・フレンドシップバレーボール大会４大会  

                   参加者９４４人  

・小中学生レディースバレーボール教室 受講者４０人 

１０ 市民ニュースポーツフェスティバル ８種目  

参加者４３人 

１１ 第３次岡谷市スポーツ推進計画策定業務 

 ・第３次岡谷市スポーツ推進計画策定アンケート調査委託業務 

437,800 円 

・第３次岡谷市スポーツ推進計画印刷製本業務   275,000 円 

（16,528,286 円) 
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第５【各施策の評価】（教育部門に係る施策管理シートの抜粋） 

 岡谷市では、第５次岡谷市総合計画後期基本計画に掲げる施策ごとに成果指標（ＫＰＩ）を

設定し、その進捗管理により、施策の達成状況を把握し、施策評価を行っています。 

令和６年度の教育部門に係る施策評価の状況は次のとおりです。 

施策名４-

１ 

学校教育の推進 

主な施策の

内容 

・未来を切り拓く確かな学力と成長の保障 

・「ふるさと学習」の推進と地域に開かれた学校づくり 

・自立と共生のインクルーシブ教育の充実 

・多様性を包み込む魅力と活力ある学校づくり 

・笑顔で安心して学べる教育環境の整備 

施策の目的 生き抜く力と創造力、知的好奇心溢れる心豊かな人づくり 

成果指標の

達成状況 

施策指標名 
４年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 

直近実績 実績値 実績値 実績値 実績値 目標値 

学校満足度（小学校） 86.6％ 88.7％    90.0％ 

指標説明 

学校経営概要まとめ 

「学校へ行くのが楽しい」と答える児童生徒の割合 

学校満足度（中学校） 87.6％ 85.2％    90.0％ 

指標説明 

学校経営概要まとめ 

「学校へ行くのが楽しい」と答える児童生徒の割合 

成果指標の

進捗状況に

関する評価 

・基準年度と比較して、小学校では上昇したものの、中学校では下降となったが、

概ね目標値の達成はできた。 

・アフターコロナの時代において、学校教育ではさまざまな新たな課題が顕在化す

る中、教育委員会、学校が子どもたちに必要な学びと成長を保障できるよう、魅力

と活力ある学校づくりを推進した。 

・令和６年２月に策定した「岡谷市川岸学園整備基本計画」に基づき、施設整備に

係る基本設計等の業務を実施したほか、開校・開園に向けて、川岸学園設立準備委

員会及び専門部会を設置し、様々な検討、調整を行った。 

施策の実現

に向けた今

後の方針 

・第３期岡谷市教育大綱及び岡谷市魅力と活力ある学校づくり推進プラン後期５か

年計画に基づき、めざす教育の姿の実現にむけ、子どもたちの有用感に満たされた

幸せの実現に向け、学校、家庭、地域の連携のもと、各施策に取り組む。 

・川岸学園の施設整備については、物価変動リスクの分散や工事工程の流動性の確

保するため、工事を３つの工期に分け、段階的に発注し、着実に工事を進めてい

く。また、幼児期から学齢期までを切れ目なくつなぐ「新たな学び舎」の創出に向

け、保護者や地域住民、学校や保育園関係者による川岸学園設立準備委員会及び各

専門部会を開催し、検討事項の協議を進めていく。 
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施策名５-１ 生涯学習の推進 

主な施策の

内容 

・生涯を通じた学びの推進 

・家庭・地域の教育力向上 

・青少年の健全育成 

・読書の推進 

施策の目的 歴史と文化を礎に、自ら学び続け、地域で輝くひとづくり 

成果指標の

達成状況 

施策指標名 
４年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 

直近実績 実績値 実績値 実績値 実績値 目標値 

学習講座の参加者数 65,307 人 79,820 人    141,000 人 

指標説明 

生涯学習館、公民館における学習講座への年間延べ参加者数 

図書の貸出冊数 230,433 冊 241,466 冊    250,000 冊 

指標説明 

図書館、公民館、保育園、幼稚園における図書の年間貸出冊数 

（視聴覚資料含む） 

成果指標の

進捗状況に

関する評価 

・学習講座の参加者数は順調に増加傾向にある。 

・図書館の利用者数、貸出冊数共に順調に増加傾向にある。 

施策の実現

に向けた今

後の方針 

・学習講座の参加者数をさらに増やすために、ライフステージや時代・ニーズに

応じた学習機会の提供及び講座の充実に努めるとともに、情報発信の充実を図る

必要がある。 

・貸出冊数を増やすために広報やＳＮＳを利用した周知と、新規利用者にも足を

運んで頂く取組みを行う。 
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施策名６-１ スポーツの振興 

主な施策の

内容 

・市民ひとり１スポーツの実現 

・競技力の向上 

・子どものスポーツ機会の充実 

・スポーツ環境の整備・充実 

・第 82 回国民スポーツ大会・第 27 回全国障害者スポーツ大会（信州やまなみ国

スポ・全障スポ）の推進 

施策の目的 親しみ、挑戦し続ける、たくましい心と体のひとづくり 

成果指標の

達成状況 

施策指標名 
４年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 

直近実績 実績値 実績値 実績値 実績値 目標値 

スポーツ施設利用者数 281,456 人 368,523 人    400,000 人 

指標説明 

スポーツ施設(市民総合体育館、市民水泳プール、市営庭球場、市営岡谷球場、

川岸スポーツ広場、湖畔広場、学校体育施設、やまびこ国際スケートセンター)利

用者の合計数 

週１回以上運動、スポー

ツをすると回答した人の

割合 

48.1％ 47.1％    65.0％ 

指標説明 市民アンケート調査で｢週 1回以上運動、スポーツをする｣と回答した

人の割合 

成果指標の

進捗状況に

関する評価 

スポーツ施設利用者数は、ＶＣ長野トライデンツのホームゲームが４節８試合

行われたことなどに伴い、利用者数が増加した。 

 令和 6年度に実施したアンケートでは、週１回以上運動、スポーツをすると回

答した人の割合は、令和 4年度時より減少している。また、1年間にスポーツをし

た日数が 1～3日以下の人は 5.6％、スポーツをしない人の割合は 9.2％という結

果であり、1年間にスポーツをした日数が 1～3日以下の人のスポーツをしないそ

の主な理由は「忙しくて時間がない」という回答が 42.5％であった。 

施策の実現

に向けた今

後の方針 

市民がスポーツ活動にかかわりを持てるよう、幅広い年齢層が気軽にスポーツ

に参加できる環境づくりと、その情報等を広く周知する必要がある。 

 忙しくて時間がなくスポーツができないという市民に対して、ウォーキングや

体操などの軽度な運動も健康増進や体力増強等の効果に大きく関係していること

を知ってもらうとともに、スポーツをすることの大切さを実感してもらうことが

必要である。 

・既存のスポーツ教室、イベントについて、よりの多くの市民を集められるよう

広く周知する。 

・新たなスポーツ教室、イベントについて、ターゲットとする年齢層、目的等を

見定め、大勢の市民に参加してもらえるような工夫とその周知に努める。 
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施策名６-２ 文化・芸術の振興（教育部分） 

主な施策の

内容 

・文化芸術活動の促進と人材育成 

・美術考古館の活用 

・文化財の保護・活用 

・歴史の伝承 

施策の目的 ・文化芸術の拠点として、文化施設の積極的な活用 

・活動や発表の場づくりを行い、文化芸術活動を推進 

・文化財の保護・活用の一層の推進 

成果指標の

達成状況 

施策指標名 
４年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 

直近実績 実績値 実績値 実績値 実績値 目標値 

美術考古館 8,000 人 9,987 人    12,000 人 

指標説明 

美術考古館の３月３１日時点における当該年度の入場者数 

施策の現状

評価 

・令和６年度の美術考古館入館者は、9,987 人となり前年比約 8.3％の入館者増と

なった。きつね祭りにタイアップしたワークショップなどにより子どもの来館者

が増となった。また、現代工芸や七宝焼きの個展にも多くの来館者があった。 

 魅力あるワークショップや個人及び団体の貸館利用が増えたことにより指標が

進捗したと考える。 

施策の現状

評価 

・多様で魅力ある企画展の開催や学校と連携したワークショップの実施など館の

活動を幅広く情報発信し、入館者数の増につなげる。 

・文化や芸術に触れる機会の創出に努めるほか、個人や団体の文化芸術活動の発

表の場を提供し、文化や芸術への関心を高め、市民の文化芸術活動の活性化を図

る必要がある。 
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